
議   事   の   経   過 

【開催日時】 

  平成３１年１月３０日（水） 午前１０時００分～１１時１０分 

 

【場  所】 

  坂戸市役所２０１会議室 

 

【出 席 者】 

  委員１５名中１３名 

 

【傍聴人数】 

  ０名 

 

【議  事】 

（１）坂戸市地域福祉計画（第３期）について 

（２）その他  

 

【配布資料】 

資料１…第３期地域福祉計画策定スケジュール（案）について 

資料２…坂戸市の現状 

資料３…第３期坂戸市地域福祉計画策定に係るアンケート調査（案） 

参考資料…地域ミーティングアンケート結果（西部地区、中央第二地区、

東部地区） 
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委員 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 諮問書手交 

 

４ 議  事 

（１）坂戸市地域福祉計画（第３期）について 

  

資料１～３に基づき説明 

 

資料２坂戸市の現状の中の出生数・出生率の推移だが、

平成２８年から２９年の下がり方が尋常ではない感じがす
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事務局 

 

る。１８歳以下の人口ももちろん減ってはいるが、原因は

何だと思うか？ 

 

グラフの作り方にもよると思う。0.08％減っているが、

市の方では原因の分析はしていない。坂戸市の人口分布と

してはひょうたん型で下がすぼまっている。団塊の世代と

言われている昭和２２年、２３年、２４年生まれの方が膨

らんでその子供の世代も膨らんでいる。その孫の世代の膨

らみはまた少なくなっている。高齢者は長命の方が多く、

９０歳以上の方は大勢いる。下に行くにしたがってすぼま

っている。全国的な傾向である。坂戸市でも子育てをしや

すいまちということで、市長も力を入れており、子育て施

策については他市町村と遜色ない内容のサービスを行って

いる。 

参考に、１１月１日現在のデータであるが、１００歳以

上の方が３８人、９０歳以上の方が１，０３５人、７５歳

以上の方が１２，９６６人いる。４０歳以上は６割である。

児童数は微減傾向であるが、庁内においても教育委員会等

とも連携し、子育てしやすいまちということでやっていき

たいと考えている。 

 

資料１の第３期地域福祉計画策定スケジュール（案）に

ついて、審議会の開催時期が何月の上旬、中旬、下旬等ま

で分かると予定が立てやすくありがたい。 

 

まだ、確定ではないが、年４回ある議会の時期は審議会

を開催することは困難である。６月、９月、１２月、３月

は外させていただいている。都合が悪い場合は、あらかじ

め申し出ていただければ事務局で最大限調整をさせていた

だきたい。 

 

資料３の第３期坂戸市地域福祉計画策定に係るアンケー

ト調査（案）では、ＬＧＢＴの方に配慮し性別は聞かない

こととしたと説明があったが、ＬＧＢＴの方に聞いたとこ

ろ、「男・女・その他」という選択肢があると良いという声

があったということを申し上げておきたい。 

 

事務局の中でも当初、「男・女・その他」という案はどう

だろうかという意見もあったが、本計画は特に性別にこだ
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事務局 

わる集計をしなくても良いのではという意見もあった。ま

た、他の分野別計画、それぞれ高齢者の計画、障害者の計

画、子どもの計画があり、地域福祉計画はそれらを包含し

た形の大きなとらえ方をするものであり、今回は性別を外

そうという事務局案である。ただ、皆様のご意見を伺いな

がら、入れた方が良いようであればそのような方向になる。

あくまでも事務局案である。 

 

９ページの問３４の質問の最後に「か？」が抜けている。

また、８ページの問３２で、知っていることを３つまで丸

をつけるようになっているが、思いつくものは全部でも良

いのではないか。 

 

社会福祉協議会全体の事務について、どの程度周知され

ているかということを知るためであるが、全部知っている

方もいらっしゃるかもしれないので、御意見のとおり「す

べて」という記載でも良いと思う。 

 

アンケートを４月に実施するということで計画されてい

るようであるが、まだ全部読み込めていないので、最終的

にいつ頃までを期限にして意見を申し上げれば良いか。 

 

ご意見等があれば、２月１５日（金）までに事務局に寄

せていただきたい。 

 

 ２ページの問９の項目で、「話し相手、遊び相手」という

文言があるが、遊び相手という文言が言葉としてふさわし

くないのではないか。言葉の選び方が気になる。 

問１１では、参加している地域活動を聞いているが、自

治会等、地区の一般的な活動に参加している人もいるので

はないか。具体的な活動は書いてあるが、地区に対しての

何らかの活動というジャンルもあった方が良いのではない

か。 

また、質問のあり方として、８ページの問３１で、「知っ

ている」を選択した場合に「問３２へ」と書いてあるが、

問３２へ行ったら終わりのように思える。「問３２以降へ」、

「問３３以降へ」という言葉が必要なのではないか。 

 

 そのようなことも含め、様式は任意で良いので、後日御
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意見をいただければと思う。 

 社会福祉協議会の部分については、先ほどの説明でも今

後調整をするという話があったと思うが、社会福祉協議会

等と一緒に内容を調整し、まとめたものを早急に皆様にお

示ししたいと思う。 

 

アンケートの調査数が２，０００人となっているが、資

料から見ても坂戸市の２０歳以上の方は８万人以上いるの

ではないか。２，０００人では３％にも満たない。そのよ

うな数字で全体的な傾向がつかめるのかどうか疑問があ

る。アンケートとして、そのくらいの数字で良いと考えて

いるのか。 

 

本計画を策定するに当たっては、今後コンサルタント等

も入れたいと考えている。本日はまだコンサルタント等と

契約をしていないため、統計的な部分の専門的な話という

のは難しい部分もある。市の一般的な計画では、大勢に出

すというよりは、ある程度の人数で皆様の広範な意見が吸

い上げられると考えている。２，０００人というのは、大

体の計画においてこのくらいの規模で行っていることから

２，０００人という数にした。 

これについてはよく調べ、皆様の意見を満遍なくいただ

くための適正な人数を研究していく。 

 

統計学的に見て、率が合致していれば良いのだが、自分

は少ないと感じたので申し上げた。 

 

 研究してまいりたい。 

 

資料２坂戸市の現状について、グラフでは人口は減る一

方で１８歳以下人口も減っているようであり、自治会加入

世帯数の推移も６９％となっている。坂戸市全体の統計で

このような数字になっていると思うが、地区ごとにばらつ

きもあるのではないか。 

自分の地区では全世帯が加入しているが、この数字を見

たら自治会から抜ける人が出てくるかもしれない。神社の

氏子やお祭りの実行に当たる人もいなくなってしまう。自

治会をこんなに減らしても良いものか。 

また、外国人が多い。スーパーなどでも見かけるが、外
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国人を把握することも必要になってくると思う。働く人を

国としても増やすらしいが、坂戸市の場合は外国人労働者

が今後どの程度増えるのか分からないが、働く限りは所得

がある、物を買う。多少外国人を把握することも必要にな

ってくると思う。 

 

 概略ではあるが、自治会加入率は７割を切ってしまって

いるが、以前所管課に聞いた話では、７割程度というのは

市町村で比べると高い水準の方であると受け止めている。

６割台になってしまった要素の一つは、賃貸が多いので関

心が薄いことが考えられるが、所管課の方では定期的に広

報等で自治会に入るメリット等を周知している。最近とり

わけ挙げているのが、災害時のことである。災害時には近

所の力があって、災害があっても皆さんが安心して生活で

きるということで、なるべく自治会に入るよう啓発に努め

ている。今後も継続的に力を入れていく。 

  

 補足だが、ゴミ出し等の地域のルールを外国人の方にも

知っていただく必要がある。参考資料でお配りした地域ミ

ーティングアンケート結果の資料もある。地域ミーティン

グの中で外国人の方が多くお住まいの地区ではこういうこ

とがあるという話もあると思う。地域性というものもあり、

元々農家の方が多い所は結束が強くわざわざ自治会を作ら

なくても隣近所知っていて助け合っている地域もある。団

地が多い所では隣の人がどんな人か知らないという生活を

している方もいる。地域ミーティングは高齢者福祉課で行

っている事業だが、地域課題の抽出としては非常に良い手

法だと考えている。これを参考に地域における課題を把握

し、地域ごとにどのように解決していくのかということも

含め計画にどのように反映できるか検討していきたい。 

  

 アンケートは無作為抽出２，０００人と書いてあるが、

外国人に届くことがあまり想定されていないのではないか

と思う。外国人の声が反映されないのではないか。 

 

 内容的には、今お住まいの日本の方を対象としたものに

なる。住民票を基本としてシステムからランダムに選ぶも

のである。外国の方は言葉も色々であるため、今回は日本

人の方を中心とした抽出になると思う。外国の方宛てには、
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事務局 

 

 

お困りのこともあると思うので、別途検討する。 

 

 学校によって、外国人の子供達が多く通っている学校も

ある。子供達は順応性があるため日本語の習得が早い。 

一方、家庭では日本語を使わないため、学校の個人面談

等では子供が通訳をすることが多いと先生からも聞いてい

る。日本語の文章は、親の場合は読み書きは難しいのでは

ないか。市内に日本語学校は増えているが、若い世代はた

くさん通っているが、親の世代は通っていない。１０代の

方は多く通っていて前向きであると感じる。 

 

 坂戸市も外国人が増えており、外国人労働者の受け入れ

拡大も今後展開していくと思う。そのような状況の中で外

国人の数、構成も把握する必要がある。地域と共存してい

くためには、日本語の問題だけでなく日本社会と日本国に

対する理解が重要であると思う。福祉の観点から考えると、

高齢者は増えていて子供は減っている。その中でも外国人

は増えていて、日本人の高齢者の方と外国人の子供が一緒

に話し合えるような場所や会を作って、日本の文化や日常

的なことを定期的に教えたりすることも必要だと感じる。 

 また、ＬＧＢＴの方への性別に対する配慮については良

いことだと思うが、やはり性別によるニーズは違うと思う

のでアンケートには載せた方が良いと思う。男性のニーズ

と女性のニーズ、あるいは立場上の違いがあるわけなので、

アンケートに反映される結果は違ってくると思う。逆に、

ＬＧＢＴの方もニーズがあるかもしれない。それに合わせ

て検討した方が意味があるのではないかと考える。他の自

治体のアンケート調査はどのように行っているのかを参考

にして行ってはどうか。 

 また、参考資料の地域ミーティングアンケート結果を見

たが、地区ごとの差が出ているように見える。福祉全般で

あるのに、高齢者ばかりで、子育てについてほとんど触れ

られていないことが残念である。全体的に福祉の在り方に

関しては、全員参加ということに気を付けながら進めてい

ければよいと思う。 

 

 本日いただいたご意見、また、後日提出いただくご意見

を参考に事務局で検討し、作り直したアンケートを再度皆

様に送付したい。本日いただいたご意見は反映し、後日い
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ただいたご意見に対しては、事務局に一任していただきた

い。 

 

 最近、町内会であったことであるが、訃報が続いた。町

内会に在籍していることの意義の一つに、そのような情報

が回覧で知らされるということがある。しかし、町内会に

在籍しているのに、家族の要望で亡くなったことを知らせ

ないでほしいという人がいる。４０年来お付き合いのあっ

た方だが、亡くなったことをずっと後になってたまたま知

り驚き、寂しさもあり残念だった。 

また、回覧で回った場合でも家族葬で行うという方も増

えている。今はそういうことを望んでいる世の中になって

いるようである。今の世の中の流れや人の気持ちの変化の

中で、地域福祉を進めていくことは、難しいと感じている。

地域ミーティングのアンケート結果にも、誰が死んで誰が

生まれたか、子供の名前も分からないというのがあった。    

アンケートも従来通りの文言が入っているが、形だけの文

言に加えて、もっと具体的な項目を入れたらどうか。例え

ば、葬儀に関しても、現状を踏まえて地域とのつながり、

人とのつながり、心のつながりを良い方向に持って行ける

のか。どのようなかたちで表れるのか分からないが、地域

福祉計画を立てる上でも今の世の中の流れや人の気持ちの

在り方は踏まえてほしい。 

 

情報は重要である。アンケートには情報に関する質問項

目が無いようである。毎日の暮らしにおける必要な情報は

何かというのを選択するようにしてはどうか。葬儀関係の

情報や子供会の情報など福祉と関係ある情報などをいくつ

か項目を挙げて重要なものを選ぶようにすれば良い。 

 

 今は個人情報の問題もあると思う。 

 

 個人情報等に関連して、聞ける部分、聞けない部分もあ

るが、法律に触れない形でやれば良い。 

 

隣近所の関わり方や暮らしに必要な情報については、ど

のように知らせる、また、知るのかという部分の質問につ

いては検討する。 

昔は行政が口を出さずとも隣近所でやってきたことだ
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が、行政が積極的に介入して皆さんにお願いする時代であ

る。災害時には助けてほしい方は自分から情報を出さない

といけない時代である。それぞれ防災、高齢者、子供とい

ったところでミーティング等がある。そういった情報を集

め地域福祉ということなので、集約した形で冊子ができれ

ばと考えている。忌憚のないご意見をお願いしたい。 

 

先ほどの委員の意見について、地域ミーティングで子育

てについての意見が少ないという意見があったが、地域ミ

ーティングは平日の昼間に行われている会議であり、そこ

に参加する方は高齢者が多い傾向にある。事務局の説明の

中でその背景を付け加えていただけると良かった。 

地域福祉計画なので、全世帯、市民全体が対象になるこ

とから、今後は、広く捉えて考えていけたら良いと思う。 

 

別の属性の方からの意見も吸い上げられるような場を検

討したい。 

 

 アンケートと地域ミーティングのどちらが主体になるの

か分からないが、それぞれを補完する意味においては市民

の意見は反映されているのではと思う。問題は、２，００

０人のアンケートがどのくらい回収されるのかが心配であ

る。６割回収されれば良いと思う。 

内容については、問題はないと考える。 

 

（２）その他について 

 

 次回の地域福祉計画審議会は、平成３１年５月頃開催予

定。 

 

５ 閉  会 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 


